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DR対策の重要性と現状

DRの重要性は、データの重要性と比例し高まって
います。
特に最近では、大規模災害時の対応だけではなく、
マルェアへの対応などによりリスクも増加してい
ます。

しかし一方でDR対策にはコストがかかる、技術的
に難しいというイメージが先行し、”やらなければ
いけない業務”という状態からの脱却が難しい状況
です。

また既に実施しているお客様においても遠隔地
バックアップは実施しているものの、そのデータ
が本当に使えるのか、不安に感じながら運用され
ているお客様が多くいらっしゃいます。

導入までの敷居を出来る限り下げること、いざと
いうときにデータが利用できること、Y2Sはその
ためにDRをサービスとして提供します。



Ｙ２Ｓ DR as a Service

Y2SのDRaaSは、お客様のニーズに合わせてコン
サルティングから設計、構築、運用まで、ワンス
トップで提供します。

また、Azure上へのリストア試験をお客様の運用
設計プランを踏まえて実行することで、本当の意
味での “安心” をご提供いたします。

クラウドを活用することで、設備にかかる初期投
資とデータセンタの利用費用等のコストを圧縮し、
費用の面でも長期的に安定したDR環境の実現に貢
献します。



データ保存先のストレージ

やサーバは不要です。

ライセンス費用を含め、

サービスとして提供いたし

ます。

DR対象のサーバインスタ

ンスは通常停止しておくこ

とで、クラウド費用も最小

限に抑えます。

DR対策を

サービスとして提供

定期的にAzureへのリスト

アを行うなど、バックアッ

プを取るだけではなく、

“使える” DR環境を担保す

ることをご支援いたします。

DRに備える

オンプレ環境のデータを

Azure上に取得します。

高可用性が担保されたスト

レージに暗号化された状態

でバックアップが保存され

ます。

Azureにバックアップ

大規模災害時などはAzure

にサーバをリストア、管理

者の方が必要なデータを抽

出するための環境を構築し

ます。

いざというときには

Azureにリストア

Y2S DR as a Service for File Server ＊VMware/Hyper-V/AWS



サービス提供イメージ
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※対応範囲

システム環境構築(Azure環境)

24H365D監視運用業務(Azure環境)

Azureライセンス(CSP)

Commvaultライセンス + サポート



サービス開始まで

…

…

…………………

…
ご発注 ヒアリング 詳細設計 Commvault

セットアップ
バックアップ

設定
試験 運用初期 ご利用開始

Commvault・Azure
ライセンス発注

1ヵ月～

ご発注～ご利用開始まで、最短1ヵ月で納品いたします。



費用

システム環境構築 ¥990,000～

• 要件ヒアリング

• 詳細設計

• Commvaultセットアップ

• バックアップ設定

• 運用初期業務

• 試験

※Commvaultライセンス調達含む

監視運用業務 ¥85,000

• 窓口対応

• ドキュメント維持/管理

• 監視/一次切り分け

• 一次対応(再起動)

• エスカレーション

• 故障時の復旧対応

• バックアップ失敗時の原因調査

• VM単位のリストア作業(Azure上)

• バックアップスケジュール変更

初期費用 月額費用

Azure利用料 従量課金

• バックアップデータ保管用ストレージ

• データ通信など

※データ量、トランザクション等により費用変動あり


